
令和５年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 西原 小学校 ）     学校番号 ０９９                                    【様式】 

目 指 す 学 校 像 「学び」でゆるやかにつながる「みんなの学校」～多様性と包摂性、それを支える寛容性の実現～ 

  

重 点 目 標 

１ 義務教育９年間を見通したカリキュラム・マネジメントによる学びの高度化の推進 

２ 一人ひとりの多様な幸せ(well-being)を大切にする学びの「時間」「空間」「仲間」の充実 

３ 探究的な学びを地域全体で支えるスクール・コミュニティの実現 

４ 学びを最大限に引き出し、主体的な学びを支援する伴走者としての教職員の育成 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日 令和６年２月１３日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

＜現状＞ 
○「さいたま市小・中一貫教育」を推進し、一
小・一中の地の利を生かして、円滑な接続を図
るための取組を行ってきた。 

＜課題＞ 
○「さいたま市小学校教科担任制」を円滑に実施
することで、中学校の指導体制のよさを小学校
に取り入れるとともに、小・中の学びの連続性
を強化できるようにする。 

○児童の学習観を更新し、「学びを自分事に」す
ることで、学力の向上につなげる。 

「学びの自律
化」の推進によ
る学力向上 

①日常的に「学び方」「情報活用能力」
の習熟を図る授業づくりに取り組む。 

②授業の中で児童が選択する機会を多
く設定し、自律的な学習を促進する。 

・各種学力調査において、「平均正答
数別人数割合の全体平均との差」に
ついて、上位層のピークと中位層の
ピークの差を5問以内にすることがで
きたか。 

・全国学力・学習状況調査において、「平均正答数
別人数割合の全国との差」について、国語と算数
ともに、上位層のピークと中位層のピークの差が
4問（国語14問中：上位層のピーク13問、中位
層のピーク9問。算数16問中：上位層のピーク11
問、中位層のピーク7問）であった。 

Ａ 

さらに中位層が上位層により近づく
よう、課題解決のモチベーションが高
まるような授業展開を工夫するととも
に、児童一人ひとりの学習スタイルに
応じた「学び方」を身に付けていくこ
とができる学習活動を推進する。 

 

積極的に小・中一貫教育に取
り組み、特に高学年教科担任制
により、学習の質が向上した。 
児童一人ひとりの学習スタイ

ルに応じた学習活動の推進は、
個々に応じた関わりを大切にす
る保育の延長にあるものだと感
じる。自律的な学習の促進の成
果が出るには時間を要するだろ
うが、確実に学ぶための力を身
に付けているので、長期的視点
で継続して欲しい。 

西原小・中学校
の児童生徒が、
まるで一つの学
校のように交流
できる教育活動
の実施 

①児童会と生徒会の協働によるいじめ
撲滅キャンペーン等を実施する。 

②西原小・中学校で連携した学校行事
等の実施を推進する。 

③市教委研究指定小・中一貫教育研究
発表会を開催する。 

・西原小・中学校の児童生徒が交流す
る活動を年 10 回以上実施することが
できたか。 

・中学生との交流で得た学びのアイデ
アの活用事例集を作成することがで
きたか。 

・「つぼみの日」の部活動体験、特別支援学級
の共同農作業、小・中合同挨拶運動など、児
童生徒が交流する活動を8回実施した。 

・中学生が作成した地域CMの3年生郷土学習
での活用など、中学生との交流で得た学び
のアイデアを 1 月 24 日の市教委研究指定
小・中一貫教育研究発表会で発表した。 

Ｂ 

「つぼみの日」の取組や児童会・生
徒会の活動など、西原小・中学校の児
童生徒の交流を継続する。 
加えて、中学生による小学校におけ

るボランティア活動を充実していく。 
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＜現状＞ 
○３～６年生それぞれに自主学習ルームの設置、
学校や教室に行きづらい児童のための学習スペース
（通称オアシスルーム）の整備が完了した。 

○学校図書館の拡張整備が完了した。 
＜課題＞ 
○整備した自主学習ルームを活用して、児童の学
習不安の解消に資する取組を推進する。 

○オアシスルームの周知を図り、家庭と学校をつ
なぐ踊り場としての機能を充実する。 

○豊かな関わり合いを通して、多様性を最大限に
尊重する雰囲気を醸成する。 

特別な教育的支
援を求める児童
に対する組織的
なサポートの実
現 

①オアシスルーム及び西原支援教室を
活用したサポートを実施する。 

②目白大学と連携し、リハ専門職によ
る特別支援学級へのサポート及び教育
相談を実施する。 

③特別な教育的支援を求める児童に対
するサポートプランを作成する。 

④アシスタントティーチャーや校内ボラ
ンティアによる支援体制を整備する。 

⑤スクールダッシュボード（プロトタイプ
版）を活用した個人面談を実施する。 

・オアシスルーム及び西原支援教室の
運用マニュアルを作成することがで
きたか。 

・目白大学との共同研究「リハ専門職
連携プロジェクト」の成果をさいた
ま市教育委員会事務局学校教育部特
別支援教育室に報告することができ
たか。 

・オアシスルームまたは西原支援教室を活用し
た継続サポートは、それぞれ3人程度行って
いる。今年度の活動実績や市教委の参考資料
を踏まえて、運用マニュアルを完成させ、次
年度当初から施行する予定である。 

・目白大学との共同研究「リハ専門職連携プロ
ジェクト」は、特別支援学級の継続サポート
に加えて、10月から保護者対象の教育相談、
2月13日の学校保健委員会での講話を実施し
た。3 月に市教委の特別支援教育室を訪問
し、活動の成果を報告する予定である。 

Ｂ 

現在、オアシスルームの運用は、管理
職とスクールソーシャルワーカー、西原
支援教室の運用は、特別支援学級担任と
スクールアシスタントが行っている。 
今後、持続可能な形で安定的に運用

をするために、教職員による校内ボラ
ンティアも含めた支援体制を整備する
ことが急務である。 
目白大学との共同研究「リハ専門職

連携プロジェクト」は、継続・発展し
ていきたい。 

 

いじめや不登校児童に対して
組織的にフォローや見守りを行
っているとともに、オアシスル
ームを活用して学習支援や心の
ケアを行っている。引き続き、
ボランティア等も含めた支援体
制の整備を進め、児童にとって
「心が元気になる場所」の確保
を期待したい。 
児童が「自分たちの学校は自

分たちでよりよくしたい」「私
には学校をよりよくする力があ
る」という実感を深めることは
大切なことだと感じる。 
多様性への対応や自主性を育

むことは、非常に良い取組であ
る一方、学校だけでなく、家庭
や地域を巻き込んだ環境整備が
必要なため、長期的視点で継続
して欲しい。 

児童会の学校生
活改善に係る取
組の推進による
「児童のリーダ
ーシップ・メン
バーシップ・オ
ーナーシップ」
の涵養 

①校長が、継続的に代表委員会に参加
し、児童会に対して、学びの「時間」
「空間」「仲間」の視点で学校生活改
善の取組を依頼したり、進捗状況の報
告を受けたりする。 

②ＩＣＴを効果的に活用して、学校生
活改善の企画の立案、取組の実践、振
り返りを行う。 

③児童会の取組を地域に広報する機会
を適宜設定する。 

・「私には学校をよりよくする力があ
る」と感じる代表児童の割合が、活動
前後で20％向上することができたか。 

・児童会の取組で学校が改善されたと
感じる児童の割合が 80％以上となっ
たか。 

・12 月に実施した児童会による「いじめぼく
めつクエスト」の活動前後で「私には学校
をよりよくする力がある」について調査し
たところ、肯定的な回答はどちらも100％だ
ったが、より肯定的に感じる児童の割合
は、42.9％から31.3％に低下した。 

・学校評価アンケート（児童用）の質問「自
分たちの学校や学級は、自分たちでよりよ
くしたいと思いますか」について、肯定的
な回答をした児童の割合は98.1%であった。 

Ｂ 

児童会の学校生活改善に係る取組を
複数回実施することで、児童が「自分
たちの学校は、自分たちでよりよくし
たい」「私には学校をよりよくする力
がある」という実感を深めていけるよ
うにする。 
現在上学年と下学年のペアで行って

いるふれあいタイムの活動について、
1～6年生で構成する異年齢集団による
活動に更新することを検討していく。 
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＜現状＞ 
○西原小・中学校合同のコミュニティ・スクール
が円滑にスタートした。 

○開校当初より、郷土学習として取り組んでいる
岩槻の人形づくりについて、総合的な学習の時
間（STEAMS TIME）に位置付けた。 

○児童と地域の方が気軽に交流できることを目的
とした「コミュニティルーム」を設置した。 

＜課題＞ 
○学校運営協議会において、熟議を深める。 
○整備した学習計画や学習環境に基づき、実践を
充実する。 

コミュニティル
ームをプラット
フォームとし
た、児童と地域
の方の交流や学
び合いの機会の
継続的な設定 

①コミュニティルーム内の環境整備を進め
るとともに、運用ルールを作成する。 

②コミュニティルームの設置につい
て、地域関係者に周知する。 

③コミュニティルームを活用して、地
域の方同士の交流や、児童と地域の方
同士の交流を実施する。 

④地域の方による学習ボランティア発
足に向けた検討を開始する。 

・地域の方同士または児童と地域の方
との交流会を年３回以上実施するこ
とができたか。 

・地域の方による学習ボランティアを
発足することができたか。 

・コミュニティルームは、日常的にチャレン
ジスクール実行委員会や図書ボランティア
等が作業や会議に使用している。1月に児童
と学校安全ネットワークの委員にも利用説
明会を行った。2 月 19 日の業間休みから週
2回のペースで児童の利用を開始するので、
地域の方との交流の機会を意図的に設定す
る予定である。 

・第 3 回学校運営協議会において、学習ボラ
ンティアの発足に向けた提案を行い、発足
に向けたルールづくり等を開始する。 

Ｂ 

 コミュニティルームの運用にあたって
は、容易な利用予約や防犯も含めたより
一層の安全確保を図る必要がある。 
 地域の方による学習ボランティアを
発足し、放課後や長期休業中の学習支
援の実施を目指す。 
引き続き、コミュニティルームを拠

点とした地域の方同士または児童と地
域の方との交流会を仕掛けることで、
学校に日常的に地域の方が出入りする
状況を実現していきたい。 

 

学校運営協議会の実施を通し
て、学校の取組について地域に
発信し、協働につなげている。 
コミュニティルームを設置

し、地域とともに児童の育ちを
サポートする体制をつくった。 
地域の方々は、皆、児童への

あたたかな思いをもっているの
で、まずは「一緒に何かする」
ことから始め、豊かな交流につ
なげていくための仕掛けづくり
を一緒に考えていきたい。 
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＜現状＞ 
○教員免許更新制の発展的な解消に伴い、教職員
のキャリアステージやライフスタイルに応じて、
研修により一層主体的かつ計画的に取り組むこと
が求められている。 

＜課題＞ 
○学校課題研究のステージを理論研究から実践研
究に進め、教科別チームによる小・中相互授業
参観を繰り返すことで、実践的指導力の向上を
図る。 

○ＩＣＴの活用により日々蓄積される教育データ
と教職員の経験を掛け合わせることで、教育活
動の更なる改善を目指す。 

一人１教科選択
制による「学び
合う」学校課題
研究の実施 

①各教員が研修を深めたい教科を選択
し、西原中学校の教科担任と合同のチ
ームを組織して、相互授業参観や教材
研究を行う。 

②「さいたま市小・中一貫教育」の推
進に係る兼務教員が継続的に授業に参
加することで、中学校のもつ実践的な
知識や方法論を導入する。 

③教員一人ひとりが自身の課題意識に
応じた個別の研究計画を作成し、互い
の研究の成果や課題を学び合う機会を
継続的に設定する。 

・教員一人当たり年３回の公開授業と
年６回の授業参観を実施することが
できたか。 

・教員対象のアンケートで「深く探究
したい教科がある」と回答した教員
の割合が90％以上となったか。 

・教員一人当たり年 2 回の公開授業と年 3 回
の授業参観を条件とした学校課題研究の実
施に加えて、市教委の指導訪問における全
員授業公開や年次研修（8人対象）における
複数回の授業公開を行った。2 月 15 日に各
教員が行った授業実践の発表会を行う予定
である。 

・学校評価アンケート（教職員用）の質問
「一人１教科選択制による『学び合う』学
校課題研究の取組により、『深く探究した
い教科』を見出すことができましたか」に
ついて、肯定的に回答した教員の割合は
84.0％であった。 

Ａ 

教職員一人ひとりの専門性や強み、
キャリアステージやライフスタイルは
多様であり、各自が必要とする研修内
容も異なっている。 
中央教育審議会において、児童の学

びの姿と教師の学びの姿は相似形と指
摘されており、教職員自身がテーマを
設定して探究的に学ぶ機会の確保は、
今後ますます重要となる。 
各教職員が個別最適かつ協働的に研

修を深めていくためのシステムを構築
し、資質・能力の向上を図っていく。 

 

教職員の資質向上に取り組む
姿は、本当に素晴らしいと感じ
る。「深く探究したい教科＝学
びへの興味・楽しさ」だと考え
る。時間的、仕事量的に負担が
大きいと楽しさよりも苦しさを
感じてしまうのではないか。引
き続き業務改善を進め、教職員
の心と身体の健康に留意しても
らいたい。 


